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▌簡易ITデューデリジェンス

M&Aにおける対象企業の潜在リスクが把握できず、M&A後に顕在化する事案が増えていることを
ご存じでしょうか。事業拡大や企業成長を目指してM&Aをしたにも関わらず、想定外のリスクに
よって採算が合わなくなる可能性があり、その一つにITに関するリスクがあります。

当社は、デューデリジェンスフェーズからPMIに至るあらゆる段階において、ITおよびIT資産に関す
る顕在化しているものだけでなく潜在リスクも可視化し考察・評価をする、簡易ITデューデリジェンス
(以下、簡易ITDD)を提供しております。

▌ 簡易ITDD（リスク可視化）
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お客様の要望や状況に応じてあらゆる支援で活用可能

従来のITデューデリジェンスは、ヒアリングを中心にIT環境全体の包括的なリスク評価を実施しますが
簡易ITDDではヒアリングと実データの分析を行い、セキュリティや契約、システム等の顕在化している
課題と企業のIT環境の基盤を形成する“IT資産”の現状を整理し、潜在化しているリスクも併せて評価
を行います。

期間分析方法タイミングターゲット

約2～3か月ヒアリング中心デューデリジェンス
IT環境全般の

リスク
標準的な
ITDD

情報提供から
2～3週間程度

ヒアリングと
実データの分析

お客様の要望に応じ
た必要なタイミング

IT資産および
運用管理のリスク簡易ITDD

事前に予算と特に確認したい事項を擦り合わせ、情報提供から2～3週間程度とクイックにレポート
を提供します。また、簡易ITDDの分析結果から判明したリスクに対して、必要に応じて追加でより
詳細な調査・分析も対応可能です。

M&Aによる利益の最大化と出来る限りのリスク低減に向けた事前準備として
事前にIT関連の現状を把握することを推奨します。

当社は、将来の企業運営を見据えた阻害要因・リスク要因の早期発見を行い
ITリスクや資産の追加取得などの統合コストを踏まえた検討をサポートいたします。
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▌ 主な分析方法について

簡易ITDD-分析

IT統合に向け、情報システム組織やIT関連契約、費用面に関する懸念事項に対して評価を行いリスクを可視化

ヒアリング内容からIT運営に関する潜在リスクがないかを評価

企業が所有する”IT資産”と併せた現状把握と分析による潜在リスクの可視化

▌提供サービス

簡易ITDD オプション対応

‐ システム構成
‐ ネットワーク構成
‐ IT投資要望内容（過去/未来）
‐ その他個別希望等

例：システム統合に向けた具体的なシステム精査

※ご提供いただいた情報・データの範囲内で分析を行います。
そのため、データの量や範囲によって提示する内容が変わることがあります。

‐ ハードウェア/ソフトウェア情報
‐ 情報システム組織
‐ IT関連契約
‐ IT資産関連費用（過去）
‐ IT関連運用保守費用
‐ システム課題

主なターゲット

簡易ITDDの結果を踏まえた追加調査

調査範囲の拡張
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▌ サービス提供の流れ

買主側と売主側の双方の情報整
理・ヒアリングを行い、PMIに向け
ての懸念点・確認要望を整理します。

ヒアリング時の懸念事項に加えIT
資産も絡めた潜在リスクの分析を
実施します。

ヒアリング・情報提供が完了から約
2～3週間後を目安に、顕在/潜在リ
スクを考察してレポート作成し報告
します。

事前準備
当社対応作業

すべてのデータ提供から標準時間：約２～３週間

▌ レポートサンプル

IT統合に向け、IT資産の現状整理と併せて、リスク評価と考察を記載。
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▌当社の実績

実績あるエキスパートが対応01

当社は1978年に創業し、大手電機メーカーを源流に持つリース会社としてICT機器の
管理・運営を行ってきました。ITリスクの確認において、企業のIT環境の基盤を形成する
“IT資産” の利用形態や運用管理、ガバナンスの機能を確認することが不可欠です。
当社のIT資産管理における長年の経験と数多くの実績を活かし、対象企業の
IT資産状態を正しく把握するご支援をいたします。

M&Aのプロフェッショナルと連携02

予算とご要望にあわせた内容を選択03

契約締結段階においても、当社のM&Aプロフェッショナルと連携して企業価値評価や
契約書等、適切な反映をご支援をいたします。
また、PMIにおけるIT資産の管理・運用に関してもお任せいただく場合、DDの結果を
踏まえ、より適切な運用をサポートいたします。

簡易ITDDのほかオプションで必要な調査をお選びいただけます。
予算に合わせて調査範囲をお選びいただくことで、お客様に最も適した効率的な
サービスをご提案いたします。
分析結果に基づき、必要に応じてさらに詳細な分析を検討・実施することも可能です。
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▌想定リスク例(高リスク状態の例)

セキュリティ
リスク

コストリスク

コンプライアンス
リスク

リスクが連鎖し
大きなリスクに繋がる

可能性も

事業継続リスク

レピュテーション
リスク

利用しているソフトウェアのライセンス違反

‐端末と利用者、利用しているソフトウェアと許諾範囲を整
理・把握できておらず知らずのうちに許諾範囲を逸脱しラ
イセンス違反をしてしまっている

脆弱性を利用したサイバー攻撃や情報漏洩

‐情報端末が何のソフトウェア/バージョンを利用している
か把握できていないため脆弱性を解消するためパッチ適
応やアップデートが充分に実施・管理できていない

IT統合時に想定外の追加コストが発生

‐ライセンスの過不足が発覚し、予期しない追加購入が発生
‐遊休資産を把握しておらず、ソフトウェア・ライセンスを二
重購入してしまう

簡易ITDDの詳細につきましては、下記の連絡先までお問い合わせください。

NECキャピタルソリューション株式会社
コーポレートアドバイザリー部
問い合わせURL: https://maadvisory.necap.co.jp/contact/
E-Mail： info-ca@dm.necap.co.jp

●本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●その他、詳細なサービス内容・仕様等については、上記問い合わせ先にお問い合わせください。
●サービスの仕様・価格は、予告なく変更することがあります。

IT資産が管理できていない場合、企業活動に深刻な影響を及ぼすリスクが潜んでいます。
また、IT資産管理に起因するリスクは単体での影響にとどまらず、より大きなリスクへと拡大する
可能性があります。

下記図では想定されるリスクとその具体的な事例についてご紹介いたします。

▌Appendix


